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令
和
二
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

に
完
全
に
振
り
回
さ
れ
た
、
こ
れ
ま
で
に

類
を
見
な
い
一
年
と
な
り
ま
し
た
。 

二
月
に
政
府
か
ら
イ
ベ
ン
ト
の
自
粛
要

請
が
出
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
全
国
的
な

流
れ
と
し
て
各
種
イ
ベ
ン
ト
の
中
止
が
相

次
ぎ
ま
し
た
。
塩
川
町
で
も
、
区
民
の
皆

さ
ん
の
安
全
を
第
一
に
考
え
、
規
模
に
か

か
わ
ら
ず
、
事
態
が
落
ち
着
く
ま
で
開
催

予
定
の
各
種
行
事
を
中
止
す
る
こ
と
と
し

ま
し
た
。 

し
か
し
、
事
態
は
落
ち
着
く
ど
こ
ろ
か
、

四
月
に
は
緊
急
事
態
宣
言
が
出
さ
れ
る
事

態
と
な
り
ま
し
た
。
緊
急
事
態
宣
言
は
、

そ
の
後
段
階
的
に
解
除
さ
れ
、
事
態
は
落

ち
着
き
を
見
せ
る
か
と
思
わ
れ
ま
し
た
が
、

営
業
自
粛
要
請
や
地
域
を
跨
ぐ
移
動
自
粛

要
請
の
解
除
に
伴
い
、
流
行
「
第
二
波
」

が
訪
れ
、
今
は
「
第
三
波
」
の
真
っ
只
中

で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
結
果
と
し

て
、
春
以
降
、
須
坂
市
主
催
の
行
事
を
含

む
、
ほ
ぼ
全
て
の
区
関
連
行
事
が
中
止
と

な
り
、
熊
野
神
社
の
神
祭
事
な
ど
、
ご
く

一
部
の
行
事
が
規
模
を
大
幅
に
縮
小
し
て

行
わ
れ
た
の
み
で
し
た
。
こ
れ
は
、
区
役

員
の
み
な
ら
ず
、
各
種
行
事
を
楽
し
み
に

し
て
い
た
区
民
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
も
非

常
に
残
念
な
こ
と
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。 

こ
の
流
れ
は
来
年
度
も
し
ば
ら
く
続
く

と
予
想
さ
れ
ま
す
し
、
「
新
し
い
生
活
様

式
」
が
定
着
す
る
こ
と
に
よ
り
、
各
種
行

事
も
規
模
を
縮
小
す
る
な
ど
形
を
変
え
て

い
く
こ
と
に
な
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
で

す
が
、
地
域
住
民
の
つ
な
が
り
と
い
う
の

は
、
そ
こ
に
住
み
生
活
し
て
い
く
上
で
、

欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
大
切
な
も
の
だ

と
考
え
ま
す
。
各
種
行
事
の
開
催
が
再
開

さ
れ
た
際
に
は
、
区
民
の
皆
さ
ん
が
積
極

的
に
参
加
さ
れ
、
町
内
が
笑
顔
と
活
気
で

満
ち
あ
ふ
れ
る
こ
と
を
、
区
役
員
一
同
、

心
か
ら
願
っ
て
お
り
ま
す
。 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
予
防
対
策
と
し
て
、

公
会
堂
に
加
湿
器
を
二
台

設
置
し
ま
し
た
。
会
議
等

の
際
に
有
効
に
ご
活
用
く

だ
さ
い
。 

日
野
小
学
校
か
ら

田
の
神
町
方
面
へ

向
か
う
通
学
路
に
、

防
犯
カ
メ
ラ
が
設

置
さ
れ
ま
し
た
。 

こ
れ
は
、
地
域
か
ら
提
供
さ
れ
た
危
険

箇
所
情
報
を
基
に
、
児
童
の
交
通
安
全
確

保
と
登
下
校
時
の
防
犯
対
策
を
目
的
と
し

て
市
が
設
置
し
た
も
の
で
す
。 

こ
れ
か
ら
の
時
期
、
日
が
暮
れ
る
の
も

早
く
な
り
、
交
通
事
故
等
の
危
険
も
増
し

て
き
ま
す
。
地
域

の
皆
様
に
は
登
下

校
時
の
児
童
の
見

守
り
に
、
引
き
続

き
ご
配
慮
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。 

十
一
月
二
十
一
日
、
氏
子
総
代
と
育
成

会
合
同
で
、
来
年
一
月
の
ど
ん
ど
焼
き
の

や
ぐ
ら
に
使
用
す
る
茅
刈
り
を
行
い
ま
し

た
。 当

日
は
汗
ば
む
よ
う
な
陽
気
の
中
、
参

加
者
の
皆
さ
ん
お
疲
れ
様
で
し
た
。 

 
 

大
晦
日
か
ら
新
年
に
か
け
て
の
深
夜
、

熊
野
神
社
に
お
い
て
越
年
祭
を
執
り
行
い

ま
す
。 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
の
た

め
、
例
年
と
は
違
っ
た
形
で
の
実
施
と
な

る
予
定
で
す
が
、
詳
細
は
追
っ
て
ご
案
内

い
た
し
ま
す
。
新
年
の
平
穏
を
祈
り
に
、

皆
様
是
非
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

屋
外
で
は
あ
り
ま
す
が
、
参
拝
時
に
は
マ

ス
ク
の
着
用
を
お
願
い
し
ま
す
。 

塩 

川 

タ 

イ 

ム 

ズ 

 

編 集 

区 総 務 部 

発 行 責 任 者 

小 栁  光 
 

ホームページ QRコード 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
振
り
回
さ
れ
た
一
年 

～
春
以
降
、
ほ
ぼ
全
て
の
行
事
が
中
止
に
～ 

通
学
路
へ
の
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置

に
つ
い
て 

越
年
祭
の
ご
案
内 （

氏
子
総
代
よ
り
） 

茅
刈
り
作
業
の
様
子 

～
ど
ん
ど
焼
き
の
準
備
始
ま
る
～ 

公
会
堂
へ
の
加
湿
器
の
設
置 



( 2 ) 291 号             塩 川 タ イ ム ズ        令和２年(2020年)12月発行 

今
年
も
残
り
後
僅
か
と
な
り
ま
し
た
が
、

区
民
の
皆
様
に
は
一
年
間
、
区
の
行
政
運

営
に
多
大
な
ご
支
援
と
ご
協
力
を
頂
き
、

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

一
月
に
区
長
を
仰
せ
つ
か
り
、
区
行
政

を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
際
に
は
、
本
年
が
こ

の
様
な
コ
ロ
ナ
禍
の
大
変
な
年
に
な
る
と

は
全
く
想
像
も
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
二

月
ま
で
の
会
議
や
催
事
等
は
予
定
通
り
実

施
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
が
、
三
月
以
降

に
つ
い
て
は
中
止
可
能
な
行
事
は
中
止
と

し
、
定
例
役
員
会
や
区
費
収
納
・
神
祭
事

等
実
施
前
提
の
行
事
は
、
感
染
リ
ス
ク
軽

減
の
為
に
マ
ス
ク
着
用
・
三
密
の
回
避
・

手
指
消
毒
の
徹
底
等
の
感
染
対
策
を
講
じ
、

規
模
を
縮
小
し
て
の
実
施
を
余
儀
な
く
さ

れ
ま
し
た
。
日
程
を
休
日
に
変
更
し
て
多

く
の
区
民
の
皆
様
の
参
集
が
期
待
さ
れ
た

秋
祭
り
も
、
神
楽
奉
納
や
模
擬
店
が
中
止

と
な
り
、
交
流
し
て
親
睦
を
深
め
る
こ
と

も
出
来
ず
残
念
な
結
果
と
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。 

そ
ん
な
中
で
数
年
来
の
懸
案
事
項
で
あ

っ
た
、
公
会
堂
へ
の
南
側
進
入
路
と
駐
車

場
の
整
備
工
事
、
及
び
腐
朽
が
進
み
倒
木

の
危
険
性
が
高
ま
っ
て
い
た
、
須
坂
市
天

然
記
念
物
指
定
の
熊
野
神
社
エ
ノ
キ
の
伐

採
作
業
が
完
了
し
た
こ
と
に
、
少
し
安
堵

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

最
後
に
、
有
効
な
ワ
ク
チ
ン
や
治
療
薬

が
開
発
さ
れ
、
医
療
体
制
が
整
備
さ
れ
て

こ
の
コ
ロ
ナ
禍
が
終
息
に
向
か
い
、
従
来

通
り
区
の
行
事
が
実
施
出
来
る
よ
う
に
な

る
事
と
、
塩
川
町
の
益
々
の
発
展
と
区
民

の
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
祈
念
申
し

上
げ
、
退
任
の
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。 

一
年
間
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。 

【
令
和
二
年
度
区
役
員
】 
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二
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十
一
月
十
四
・
十
五
日
お
よ
び
二
十

二
・
二
十
三
日
に
、
第
二
・
三
回
隣
組
長

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

今
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
予
防
の
た
め
、
日
程
を
二
日
ず
つ
に
分

け
、
会
場
で
は
消
毒
・
検
温
を
徹
底
し
た

う
え
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。 

会
議
で
は
、
来
年
度
区
役
員
の
選
出
・

選
挙
、
隣
組
世
帯
名
簿

の
提
出
に
つ
い
て
説

明
・
依
頼
を
行
い
ま
し

た
。
隣
組
長
の
皆
様
に

は
、
区
費
収
納
、
配
布

物
な
ど
、
一
年
間
ご
協

力
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。 

《
編
集
後
記
》 

令
和
二
年
度
の
塩
川
タ
イ
ム
ズ
も
新
年
号

を
残
す
の
み
と
な
り
ま
し
た
。
今
年
度
は
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
ほ
ぼ
全
て
の
行

事
が
中
止
と
な
り
、
記
事
を
埋
め
る
の
に
一
苦

労
し
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
関
連
情

報
の
ほ
か
、
防
災
の
日
特
集
や
多
面
的
機
能
支

払
交
付
金
事
業
の
振
り
返
り
、
季
節
の
話
題
や

普
段
で
あ
れ
ば
採
り
上
げ
な
い
よ
う
な
小
さ

な
ニ
ュ
ー
ス
も
記
事
に
し
ま
し
た
が
、
区
民
の

皆
さ
ん
に
塩
川
町
を
よ
り
知
っ
て
も
ら
う
こ

と
を
目
的
に
考
え
て
み
ま
し
た
。
い
か
が
で
し

た
で
し
ょ
う
か
。
来
た
る
令
和
三
年
度
は
、
い

つ
も
と
同
じ
よ
う
な
記
事
で
紙
面
が
い
っ
ぱ

い
に
な
る
こ
と
を
祈
念
し
、
最
後
の
ご
挨
拶
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
一
年
間
お
付
き
合
い

い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

12/20（日）8:00～ 公会堂清掃（35,36組）

12/21（月）14:00～ 大祓い祭（熊野神社）

12/31（木）23:30～ 越年祭（熊野神社）

1/5（火） 18:00～ 定期総会（公会堂）

1/9（土） 19:00～ どんど焼き

1/16（土） 19:00～

1/17（日） 8:00～ 公会堂清掃（37,38組）

1/17（日） 19:00～

1/31（日） 7:00～9:00 第１回収納日（公会堂）

※上記の予定は今後変更となる可能性があります。

今後の行事予定

第１回隣組長会（奇数組）（公会堂）

第１回隣組長会（偶数組）（公会堂）

 

一
年
を
振
り
返
っ
て 

退
任
役
員
か
ら
の
挨
拶 

第
二
・三
回
隣
組
長
会 

開
催 


